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厚生労働省HP
「我が国の人口について」
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（出所） 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（2008年、2013年、2018年、２０２３年）

いずれの年においても、推計と国勢調査の結果を比較すると、
数年早く人口減少、高齢化、生産年齢人口割合の低下が進んでいる。

65歳以上の人口が初めて
減少へと転じる推計だが、
全体の人口減少の割合が上回り、
高齢化は引き続き進行していく。
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（出所） 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（２０２３年）注：【】内は総人口に占める割合
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【地域医療構想策定時の推計】 【国勢調査の結果および現在の推計】

２０１０年を基準としたときの総人口の増減率の推移

２０１０年を基準としたときの７５歳以上人口の増減率の推移 ２０１０年を基準としたときの７５歳以上人口の増減率の推移

２０１０年を基準としたときの総人口の増減率の推移

地域医療構想策定時に推計した湖北圏域の総人口の増減率と国勢調査の実数とを比較すると、推計を上回る減少率となってお
り、推計よりも早く人口減少が進んでいる。７５歳以上人口については、推計をやや下回る増加率となっている。

湖北圏域の人口増減率

（出所） 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（２０１３年、２０２３年）、滋賀県地域医療構想
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（出所） 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（２０２３年）、患者調査（２０２３年）

湖北圏域における入院患者数は２０３５年にピークを迎え、その後減少すると推計される。７５歳以上の後期高齢者の占める割合
は２０５０年まで増加していく。外来患者数はすでにピークアウトしており、人口減少とともに急速に減少すると推計される。７５歳
以上の後期高齢者の占める割合は入院患者同様、２０５０年まで増加していく。

湖北圏域の患者数推計
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（出所） 日本医師会地域医療情報サイト（http://jmap.jp/）

湖北圏域における医療需要は現在がピークと推計されている。介護需要は２０２５年には１割程度増加し、その後横ばいの状況が
続くと推計されている。いずれも滋賀県全体と比較すると異なる推移となることが見込まれている。

湖北圏域の医療・介護需要予測



13

令和7年度第1回湖北圏域地域医療構想調整会議

令和７年１０月１５日第５回地域医療
構想及び医療計画等に関する検討会
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出所：令和７年（２０２５年）９月２５日滋賀県医療審議会資料１

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期
休棟、
転換等

高度
急性期

急性期 回復期 慢性期
休棟、
転換等

1 病院 市立長浜病院 116床 229床 52床 52床 116床 155床 306床 52床 52床 0床

2 病院 長浜市立湖北病院 0床 48床 35床 57床 0床 0床 48床 35床 57床 0床

3 病院 長浜赤十字病院 179床 162床 46床 0床 35床 179床 162床 46床 0床 35床

4 診療所 医療法人　橋場レディスクリニック 0床 15床 0床 0床 0床 0床 15床 0床 0床 0床

295床 454床 133床 109床 151床 334床 531床 133床 109床 35床

医療機関名

2024年（令和6年）7月1日時点の
医療機能

圏域 No 区分

2025年（令和7年）7月1日時点の
医療機能の予定

湖北保健医療圏計

湖北

滋賀県の令和６年度病床機能報告の結果について
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出所：令和７年（２０２５年）９月２５日滋賀県医療審議会資料１

地域医療構想の進捗（滋賀県）

滋賀県では２０１５年時と比較し、２０２４年時点で７１２床の削減が図られ、稼働していない病棟を除いた病床数は11,322床とな
り、必要病床数に近づいている。また、病床機能別に見ても、すべての医療機能において必要病床数との乖離は縮小する方向に
機能分化が図られており、一定の進捗が認められる。
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出所：令和７年（２０２５年）９月２５日滋賀県医療審議会参考資料1-1

地域医療構想の進捗（湖北）

湖北では２０１５年時と比較し、２０２４年時点で９５床の削減が図られ、稼働していない病棟を除いた病床数は９９１床となり、必
要病床数との乖離は縮小されている。しかしながら、病床機能別に見ると、データの特性だけでは説明できない差異が見られる
ため、引き続き役割分担等の協議を進め、医療提供体制上の課題の解決につなげていく必要がある。
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※令和６年（２０２４年）７月１日時点では休棟

【病棟】

出所：令和６年度病床機能報告

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

市立長浜病院

【参考】医療機関別病床の稼働状況①
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出所：令和６年度病床機能報告

※

長浜赤十字病院

【病棟】

長浜市立湖北病院

※※※※

令和６年（２０２４年）７月１日時点では休棟※

【参考】医療機関別病床の稼働状況②
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出所：令和６年度病床機能報告

【医療機能】

市立長浜病院

長浜市立湖北病院

長浜赤十字病院

３病院計

【参考】医療機関別病床の稼働状況③
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参考資料をご覧ください。

滋賀県二次保健医療圏別の患者流出入状況

23
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厚生労働省医政局地域医療計画課令和７年２月２１日事務連絡（別添１）
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一般 療養 結核 精神 感染症

1 市立長浜病院 ５４１床 ４３７床 １０４床 ０床 ０床 ０床

2 長浜市立湖北病院 １３０床 ７３床 ５７床 ０床 ０床 ０床

3 長浜赤十字病院 ４９２床 ４１８床 ０床 ０床 ７０床 ４床

4 セフィロト病院 １７６床 ０床 ０床 ０床 １７６床 ０床

5 橋場レディスクリニック １５床 １５床 ０床 ０床 ０床 ０床
（令和７年１０月１日現在）

医療機関名
許可病床数

湖北圏域の既存病床数
（一般病床および療養病床） 1,089床

湖北圏域の基準病床数
（一般病床および療養病床） 1,091床

▲２床

26

休床の一部削減により、既存病床数が基準病床数を下回り、
湖北圏域は制度上適正な病床数の配置となった。
（ただし、その差は２床であり、それを超えて新たに一般病
床もしくは療養病床を設置することはできない。）

※

※平成１８年１２月３１日以前に病床の設置の許可を受けており、既存病床数に含まない。

一般 療養 結核 精神 感染症

1 市立長浜病院 ５６５床 ４６１床 １０４床 ０床 ０床 ０床

2 長浜市立湖北病院 １４０床 ８３床 ５７床 ０床 ０床 ０床

3 長浜赤十字病院 ４９２床 ４１８床 ０床 ０床 ７０床 ４床

4 セフィロト病院 １７９床 ０床 ０床 ０床 １７９床 ０床

5 橋場レディスクリニック １５床 １５床 ０床 ０床 ０床 ０床
（令和７年９月１日現在）

許可病床数
医療機関名

市立長浜病院

▲２４床（一般病床）

長浜市立湖北病院

▲１０床（一般病床）

セフィロト病院

▲3床（精神病床）

湖北圏域の許可病床数および既存病床数について

湖北圏域の３つの医療機関が「令和７年度医療施設等経営強化緊急支援事業」を活用し、病床数を削減されたことに伴い、許可病
床数および既存病床数に変更が生じている。また、それにより、一般病床および療養病床の既存病床数と基準病床数の関係にも
変更が生じている。変更内容は以下のとおり。

緊急支援事業活用結果
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市立長浜病院（再掲）

長浜市立湖北病院（再掲）

３病院計（再掲）

湖北圏域における慢性期機能の区域内完結率は約３３％となっている（参考資料参照）。令和６年病床機能報告では市立長浜病院
では新規２０２人、延べ9,841人の患者が、長浜市立湖北病院では新規117人、延べ16,660人の患者が医療を受けておられた
が、７月に示された市立長浜病院経営改善実行計画では療養病床を令和１１年度まで一時休床するとされている。

市立長浜病院経営改善実行計画抜粋

（出所） 令和６年病床機能報告、市立長浜病院経営改善実行計画

慢性期機能について①
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（出所） 広報ながはま２０２５年５月号、市立長浜病院地域医療連携だよりNo２４２

レスパイト入院やメンテナンスリハビリテーション入院など、在宅で療養中の方やその家族を支援するための慢性期機能を充実さ
せる取組が行われている。

慢性期機能について②

レスパイト入院
さまざまな疾患や障害により在宅での療養が必要な方の
ケアに携わる家族等の身体的、精神的な負担を軽減するた
め、在宅で療養中の方を医療機関が短期的に受け入れる入
院制度。ケアに携わる家族等の負担が限界を超え、ケア不
能となることを予防する、家族等が一時的に不在となる場
合でも療養を継続するなどの点で重要。

メンテナンスリハビリテーション
急性期や回復期を経て症状の安定した方が、それまでに獲
得した機能を維持、改善し、生活の質を向上させることを
目的とした維持期（生活期）のリハビリテーション。退院後
の在宅生活など、生活の場が変わっても機能の低下を防ぎ、
疾患や障害とともによりよく暮らすため、短期間入院し、リ
ハビリテーションを実施する。
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湖北圏域における回復期リハビリテーション病棟の区域内完結率は９２％となっている（参考資料参照）。市立長浜病院では１日平
均患者数が37.2人、病床稼働率は７１．５％となっている。７月に示された市立長浜病院経営改善実行計画では、回復期リハビリ
テーション病棟入院料Ⅰを算定できる体制とし、５２床すべてを稼働するとされている。

市立長浜病院（再掲）

市立長浜病院経営改善実行計画抜粋

（出所） 令和６年病床機能報告、市立長浜病院経営改善実行計画

回復期機能について
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令和６年３月５日版
令和６年度診療報酬改定の概要
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湖北圏域では休棟とされ稼働していない病床が１５１床ある。休棟のある市立長浜病院では、稼働していない病床の削減を図られ
たが、市立長浜病院経営改善実行計画では運用病床数の目標を３４４床とされており、許可病床数と９３床の乖離が見られる。

一般 療養 結核 精神 感染症

1 市立長浜病院 ５４１床 ４３７床 １０４床 ０床 ０床 ０床

2 長浜市立湖北病院 １３０床 ７３床 ５７床 ０床 ０床 ０床

3 長浜赤十字病院 ４９２床 ４１８床 ０床 ０床 ７０床 ４床

4 セフィロト病院 １７６床 ０床 ０床 ０床 １７６床 ０床

5 橋場レディスクリニック １５床 １５床 ０床 ０床 ０床 ０床
（令和７年１０月１日現在）

医療機関名
許可病床数

湖北圏域の許可病床数（再掲）

（出所） 令和６年病床機能報告、市立長浜病院経営改善実行計画

３病院計（再掲） 市立長浜病院（再掲）

市立長浜病院経営改善実行計画抜粋

休棟について
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長浜市立湖北病院ではB病棟３５床のうち２３床を休止し、Ａ病棟と合わせて６０床の１つの病棟として運営されている。長浜市立
湖北病院経営改善実行計画では、来年度から急性期一般入院基本料４を算定する体制から地域包括医療病棟入院基本料を算定
できる体制とされる見込み。また、稼働していない病床の一部の削減を図られた。

長浜市立湖北病院（再掲）

（出所） 令和６年病床機能報告、長浜市立湖北病院経営改善実行計画

一般 療養 結核 精神 感染症

1 市立長浜病院 ５４１床 ４３７床 １０４床 ０床 ０床 ０床

2 長浜市立湖北病院 １３０床 ７３床 ５７床 ０床 ０床 ０床

3 長浜赤十字病院 ４９２床 ４１８床 ０床 ０床 ７０床 ４床

4 セフィロト病院 １７６床 ０床 ０床 ０床 １７６床 ０床

5 橋場レディスクリニック １５床 １５床 ０床 ０床 ０床 ０床
（令和７年１０月１日現在）

医療機関名
許可病床数湖北圏域の許可病床数（再掲）

長浜市立湖北病院経営改善実行計画抜粋

病棟の運営について
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令和7年度第1回湖北圏域地域医療構想調整会議

令和６年３月５日版
令和６年度診療報酬改定の概要
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令和7年度第1回湖北圏域地域医療構想調整会議

令和６年３月５日版
令和６年度診療報酬改定の概要
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令和7年度第1回湖北圏域地域医療構想調整会議

1. 人口について

2. 患者数について

3. 病床機能報告について

4. 患者流出入状況について

5. 近況について

6. まとめ
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令和7年度第1回湖北圏域地域医療構想調整会議

以上のことを踏まえ、委員それぞれの立場から区域対応方針の達成に向けた今後の取組の方向性についてご意見いただきたい。

まとめ

概要 地域医療構想等の視点

人口
これまで推計を上回る速さで人口減少が進む
一方、７５歳以上人口は増加する見込み。

人口減少、とりわけ生産年齢人口の減少により、働き手の確保が難し
くなると予想され、効率的な働き方や人員配置が求められる。また、財
政面なども含めて、区域内の医療機関を適正な規模とし、持続可能性
を高めることが求められる。

患者数

入院患者数は２０３５年にピークを迎え、その後
減少する見込みだが、増加するのは７５歳以上
の患者であり、７５歳未満の患者数はすでに
ピークアウト。外来患者数もすでにピークアウト。

全国の入院患者数の実績値と推計値を比較したところ、医療技術の高
度化、低侵襲化、受療行動の変化などにより、実際には減少する結果と
なっている。年齢層によって頻度の高い疾患は異なることも考慮し、患
者やその家族等にとっても医療従事者にとっても適切で持続可能な医
療提供体制の確保が求められる。また、在宅を中心に入退院を繰り返
す高齢者を支える医療を提供する体制の整備が求められる。

病床機能報告
必要病床数との乖離は縮小。令和６年病床機能
報告上、休棟とされ稼働していない病床は１５１
床。

医療需要に応じ病床数の適正化が一定進んでいる。休棟とされ稼働し
ていない病床については、再稼働に向けた具体的な計画などをもとに
十分な議論が必要。

患者流出入
療養病棟入院基本料等のグループに該当する
患者の流出が顕著。

地域医療構想で示す医療資源投入量をもとにした医療機能区分によ
る区域内完結率と直接比較することはできないが、患者の流出入の状
況に大きな変化はないと考えられる。区域外流出の著しい慢性期機能
については、療養病床の入院受療率の低さも含めて、必要な病床機能
の確保、充実に向けた議論が必要。

近況

既存病床数が基準病床数以下となった。経営
改善実行計画において、市立長浜病院では①
療養病床の一時休床②レスパイト入院、メンテ
ナンスリハビリテーション入院等が充実③回復
期リハビリテーション病棟の体制強化などの変
化があり、湖北病院では①病棟の運営方法の
変更②主に高齢者への医療提供体制の充実に
向けた検討が行われている。

基準病床数制度上、適正な病床数の配置となったが、休棟とされ稼働
していない病床は１００床を超えており、地域医療構想として病床数の
適正化の推進が求められる。高齢、難病、障害など、長期にわたり療養
が必要な患者を支える慢性期機能については、区域対応方針において
区域内完結率の向上を掲げており、身近な地域で医療を受けられる体
制の必要性を再度確認することが必要。回復期機能は質、量とも充実
が見込まれ、将来的な医療需要の増大にも対応できるものと期待され
る。湖北病院における高齢者の医療需要に対応した体制整備は、その
実現が期待される。


